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金融円滑化に関する基本方針および体制の概要等について 

 

2022 年 7 月 1 日 

農 林 中 央 金 庫 

 

 農林中央金庫（以下｢当金庫｣という。）は、農林水産業の協同組合を基盤とす

る金融機関として、健全な事業を営む農林漁業者・中小企業者等のお客さまに

対して必要な資金を円滑に供給していくことを、最も重要な役割の一つと位置

づけ、当金庫の担う公共性と社会的責任を強く認識し、適切な業務の遂行に向

け取り組んでおります。 

 ここに、当金庫の金融円滑化に関する基本方針および体制の概要を公表いた

します。 

 

第１ お借入条件の変更等に関する方針の概要 

当金庫では、金融の円滑化にかかる取組みの方針を定めた「金融円滑化にか

かる基本的方針」を以下のとおり制定しております。 

  

（１）基本的な考え方 

当金庫は、農林水産業の協同組合を基盤とする金融機関として、これら

の協同組合のために金融の円滑化を図るとともに、農林水産業の専門金融

機関として、農林水産業および農林水産業に関連する産業の振興、地域社

会の活性化等に資することを使命として設立されております。 

   役職員一同は、この使命を遂行するため、健全な事業を営む農林漁業者・

中小企業者等のお客さまに対して必要な資金を円滑に供給していくことは、

最も重要な役割の一つと位置づけ、当金庫の担う公共性と社会的責任を強

く認識し、適切な業務の遂行に向け、以下の方針を定め、取り組んでおり

ます。 

 

（２）取組みの方針 

① 当金庫は、農林漁業者または中小企業者等のお客さまから、お借入れの

申込みがあった場合には、お客さまの特性および事業の状況を勘案しつ

つ、できる限り、柔軟に対応するよう努めます。 

 

② 当金庫にて、既にお借入れいただいている資金について、その弁済に支

障を生じている、または生じるおそれのある農林漁業者または中小企業

者等のお客さまから、当該債務の弁済にかかる負担の軽減の申込みがあ
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った場合には、お客さまの事業についての改善や再生の可能性その他の

状況を勘案しつつ、できる限り、当該債務の条件変更、旧債の借換えな

ど負担の軽減に資する措置をとるよう努めます。 

    その際、お客さまから申込みまたは求めがあった場合には、他の金融

機関、政府関係機関、信用保証協会、農林漁業信用基金、都道府県農業

信用基金協会、都道府県漁業信用基金協会、全国遠洋沖合漁業信用基金

協会、地域経済活性化支援機構、東日本大震災事業者再生支援機構、特

定認証紛争解決事業者（事業再生 ADR解決事業者）、中小企業活性化協議

会等との緊密な連携を図るよう努めます。また、これらの関係機関等か

ら照会を受けた場合は、守秘義務に留意しつつ、お客さまの同意を前提

に情報交換しつつ連携に努めます。 

 

③ 当金庫は、農林漁業者または中小企業等のお客さまからの経営相談に積

極的かつきめ細かく取り組み、お客さまの経営改善に向けた取組みをご

支援できるよう努めてまいります。 

 

④  当金庫は、農林水産業と商工業の連携等に積極的に取り組みます。この   

ために、関係する情報を一元的に管理し、お客さまのニーズに迅速にお

応えするよう取り組んでまいります。  

 

⑤ 当金庫は、お客さまからの上述のようなお申込み、ご要望につきまして、

お客さまの状況等をきめ細かく確認させていただくとともに、真摯かつ

丁寧に対応させていただきます。また、お断りさせていただく場合には、

その理由を可能な限り具体的かつ丁寧に説明するよう努めます。 

 

（３）体制整備の概要 

   当金庫は、上述のような金融の円滑化を適切に進めるために次のような

体制を整備いたしております。 

 

① 関係理事および関係執行役員を構成員とする会議での協議・報告 

金融円滑化の適切な推進のため、 金融円滑化に関する重要な事項につい

て、関係理事および関係執行役員を構成員とする食農金融会議にて協議・報

告を行っております。 

 

② 金融円滑化担当部署の指定 

金融円滑化にかかる企画・推進・管理を行う担当部署として、食農金融部
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を指定しております。 

 

 ③ 苦情・相談窓口の設置 

食農金融部および各営業部店にお客さまからの円滑化にかかる「苦情・相

談窓口」を設置しております。 

  

 ④ 金融円滑化担当者の設置 

  食農金融部長を金融円滑化管理責任者とし、各営業部店に金融円滑化担当

者を配置し、本支店が連携して金融円滑化に取り組んでまいります。 

 

 また、当金庫は、農林水産業を基盤とする協同組織中央機関として、JA  

バンク、JF マリンバンクにおける金融円滑化に向けた各会員の態勢整備が適

切になされるように、関係機関と連携しつつ指導・助言を行ってまいります。 

 

第２ お借入条件の変更等に関するお申込みへの対応状況を適切に把握するた

めの体制の概要 

当金庫では、金融円滑化を適切に推進するために以下の体制を整備しており

ます。 

 

（１）理事会は、金融円滑化管理態勢の整備にかかる企画、推進および進捗

管理に関する重要な事項を、関係理事および関係執行役員を構成員と

する食農金融会議で協議させております。 

 

（２）食農金融部担当理事または担当執行役員は、食農金融会議において、

金融円滑化管理態勢の整備にかかる企画、推進および進捗管理に関す

る重要な事項を協議し、その結果を金融円滑化管理責任部署である食

農金融部が行う施策に反映させております。また、協議内容について

は、定期的に理事会に報告しております。 

 

（３）金融円滑化管理責任者である食農金融部長は、金融円滑化管理態勢の

運営全般を統括するとともに、金融円滑化にかかる企画、推進および

進捗管理を行っております。 

 

（４）各営業部店に設置した金融円滑化担当者は、金融円滑化管理責任部署

と連携のうえ、各営業部店における金融円滑化にかかる推進および 

進捗管理を行っております。 
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（５）食農金融部および各営業部店では、金融円滑化にかかるお客さまから

のお申込み内容等につきまして具体的な記録を作成し、当該記録を保

存いたします。 

 

第３ お借入条件の変更等に関する苦情相談を適切に行うための体制の概要 

  当金庫では、金融円滑化にかかるお客さまからの苦情・相談に適切に対応

するため、以下の体制を整備しております。 

 

（１）お客さまからの金融円滑化にかかる苦情・相談の窓口を本店食農金融部

に設置しているほか、各営業部店においても設置しております。 

   
（２）お客さまからの、当金庫の金融円滑化にかかる措置に対する苦情に  

つきましては、各営業部店に設置した金融円滑化担当者が中心となり、

迅速かつ適切な対応を実施するよう努めてまいります。 

 

（３）お客さまからの苦情の内容につきまして具体的な記録を作成し、当該  

記録を保存いたします。 

 

第４ 中小企業のお客さまの事業の改善または再生のための支援を適切に行う

ための体制の概要 

  当金庫では、お客さまに対する経営相談や経営改善計画の策定支援を適切

に行うため、以下の取組みを行っております。 

 

（１）お借入条件の変更等を行った農林漁業者、中小企業者等のお客さまにつ

きましては、本店所管部と営業部店が一体となり、経営状況および業況

等につき継続的に把握し、必要に応じて、経営相談や経営改善計画の策

定支援を行うなど、継続的な取組みを行います。 

 

（２）経営改善支援先については、経営改善計画の進捗状況を継続的に把握の

うえ経営指導を行うなど、経営改善に向けた取組みを行います。 

 

（３）お借入条件の変更等を行っていない農林漁業者、中小企業者等のお客さ

まにつきましても、必要に応じてコンサルティング機能を発揮し経営相

談や経営改善計画の策定支援を行うなど、真摯に取り組みます。 

 



 

 
5 

（４）また、お借入条件の変更等の履歴があることのみをもって、新規のお 

借入やお借入条件の変更等のお申込みを謝絶することは厳に慎みます。 

 

  以 上 

 


